
平成 25 年度事業報告について 

 

  日本一の茶産地静岡県が、茶の文化や効能研究など多岐にわたる分野においても、

日本及び世界を牽引する「茶の都しずおか」となるよう、緑茶の魅力を世界に発信

した。本年度は、世界お茶まつり 2013 が開催されたため、本協会が担当するプログ

ラムを有意義かつ円滑に実施した。 

 

１ 茶文化の提案及び普及   

（１）茶の都しずおか創造セミナー等の開催 

講座名 時 期 場 所 実績 

世界お茶まつり2013春の祭典 

シンポジウム 

～新たな茶文化の創造と世界

展開～ 

平成 25 年 5 月 3 日 牧之原市 石雲院 110 人 

「新茶と和スイーツでほっこ

りタイム」 

平成 25 年 6 月 

10 日、11 日 

静岡市駿河区 

静岡ガスエネリア

ショールーム 

27 人 

男の簡単茶道 平成25年 10月 27日 

藤枝市 

藤枝市民体育館・武

道館 

24 人 

（２）情報誌「緑茶通信」等の発行 

緑茶に関する幅広い情報を発信するため、情報誌「緑茶通信」を発行した。 

発行時期 主要テーマ 発行部数 

平成 25 年 9 月 

33 号 国産紅茶の描く未来 

 「国産紅茶興亡史」「国産紅茶の販売戦略を考え

る」「紅茶の魅力発信」「国産紅茶の未来像」 

○世界お茶事情（インド・台湾の茶事情） 

○茶関連施設紹介（徳川美術館） 

○全国の茶産地から（山口県宇部市小野のお茶） 

○世界緑茶協会レポート（世界緑茶コンテスト

2013 入賞茶決定！） 

○茶業研究最前線（韓国全羅南道農業技術院）ほ

か 

1,200 部 

平成 26 年 3 月 

34 号 世界緑茶会議 2013 

 世界各地で市場拡大する緑茶の成長戦略 

「今こそ!!茶を地域からグローバルに!!!」「お茶

の輸出に係る残留農薬分析」 

○世界緑茶協会レポート（世界緑茶コンテスト

2013＆平成 25 年度Ｏ-ＣＨＡパイオニア賞） 

○全国の茶産地から「神奈川県足柄茶」 

○茶関連施設紹介（フェルケール博物館）ほか 

1,200 部 

 



（３）静岡茶体験コーナーの運営 

茶文化の普及や茶の消費拡大を図るため、静岡県が設置したしずおかＯ-ＣＨ

Ａプラザの静岡茶体験コーナーを運営した。県内茶産地のお茶を使い、ミニ講

座を開催した。 

 ＜運営概要＞ 

施設規模 67㎡  15席 

運営体制 開場時間 月曜～金曜 午前９時 30 分～午後４時 30 分 

内  容 世界緑茶コンテストの入賞茶の展示、茶関係書

籍や産地情報閲覧など、ミニ講座の実施ととも

に、お茶に関する情報発信を行った。 

 ＜利用者数＞ 

期 間 人数（人） 期 間 人数（人） 

第 1四半期 

４～６月 
1,724 

第３四半期 

１０～１２月 
1,696 

第２四半期 

７～９月 
1,006 

第４四半期 

１～３月 
769 

 計 5,195 

＜ミニ講座開催実績＞ 

（４）富士山静岡空港呈茶コーナーの運営 

お茶の魅力を国内外に発信するため、県内各産地と協力し、空港利用者を静

岡茶でもてなした。なお、平成 25 年度末をもって協会による運営は終了となっ

た。 

テーマ 時 期 
回数 

（回） 

参加者 

（人） 

新茶を楽しむ 5 月 09 日～5 月 31 日 7 146 

簡単冷茶とおもてなしの本格冷茶 6 月 18日～7 月 12 日 7 140 

夏休み親子で楽しむお茶講座 7 月 30 日～8月 12 日 6 73 

お茶の品種を愉しむ 8月 28日～9 月 11 日 7 129 

お茶の香りを新発見 10月 03日～10月 23日 7 119 

玉露と熟成茶 11月 25日～12月 13日 7 129 

入賞茶を楽しむ 1 月 16 日～2 月 03 日 7 147 

お茶とスウィーツでティータイム 2 月 18日～3 月 13 日 7 143 

計  55 1,026 



 ＜運営体制＞ 

場 所 
富士山静岡空港ターミナルビル2階出発ロビー公的利活用

スペース内 

規 模 カウンター席 7席 

サービス内容 
静岡県産の茶を来場者へ呈茶、お茶や県内茶産地の説明 

お茶に関する質問への対応 

開場時間 毎日 午前 9 時 30 分から午後 5 時 30 分 

実施期間 平成 25 年 4 月 1 日～平成 26 年 3 月 30 日※ 

 ※実際の営業期間を示す。 

 ＜利用者数＞ 

期 間 人数（人） 期 間 人数（人） 

第 1四半期 

４～６月 
16,828 

第３四半期 

１０～１２月 
13,701 

第２四半期 

７～９月 
15,455 

第４四半期 

１～３月 
13,325 

 計 59,309 

 

２ 世界の茶に関する情報の集積及び発信 

（１）日本茶の輸出促進 

ア 日本茶輸出先の現地調査 

実施時期 平成 25 年 8月 

内 容 香港の日本茶輸出現地調査（協力：香港貿易発展局） 

  イ 国際的な見本市への参加 

開 催 地 香 港 

開催時期 平成 25 年 8月 15 日～17 日 

入場者数 59ヶ国 15,008人（アジア 95％） 

出展者数 113社 

内  容 
International Tea Fairに会員企業（１社）と出展し、静

岡茶のＰＲ 

当協会ブース 

来訪者 

香港 15社、中国 8 社ほか以下の国から各 1社が来訪。フラ

ンス、スペイン、ロシア、シンガポール、フィリピン、イ

ンドネシア、タイ、スリランカ、インド、ドバイ、カザフ

スタン 

 



ウ セミナー等の開催 

静岡県立大学茶学総合講座との合同開催により、日本茶を世界に売り出す

ためのセミナーを開催した。 

講座名 時 期 場 所 参加者（人） 

今こそ!!茶を地域からグローバルに!!!海外では日本茶がトレンド 

第 1回「東アジア地域にお

ける茶の交易が世界を変え

た」 

平成 25 年 

10 月 11 日 

静岡県 

茶業会館 

37 

第 2回「日本茶の輸出戦略

と注意点」 

平成 25 年 

10 月 29 日 
52 

第 3回「茶業は地域資源を

活用したブランディングで

活性化できるか」 

平成 25 年 

12 月 12 日 
36 

エ 日本茶に絞った外国語基礎講座 

講座名 時 期 場 所 
参加者 

（人） 

韓国語で茶のおもてな

しをする講座 

平成25年4月15日、

24 日、5 月 22 日 
富士山静岡空港 12 

中国語で話そう“日本

茶”について  
平成 25 年 9 月 12 日 

しずおか 

O-CHAプラザ 
16 

簡単英語で進める「日本

茶淹れ方講座」 
平成 26 年 3 月 23 日 あざれあ 18 

（２）世界への情報発信  

茶の機能・効能に関する研究

成果やイベントに関する情報

発信 

ホームページ「Ｏ-ＣＨＡネット」各コーナ

ーの随時更新（アクセス数約 10万件/月） 

賛助会員向けメールマガジンの発行 

茶に関する国際会議への参加 

ITC(International Tea Committee、国際茶

委員会)の会議に出席 

４月 30 日～５月２日、英国（ロンドン） 

（主な活動、成果） 

・ITC 生産国・消費国会議等に出席し、栽培

技術、残留農薬、生産調整などについての

各国の情報収集 

・世界緑茶会議 2013 開催に向けたパネリス

トの誘致 

・ISO国際会議の静岡開催誘致に向けた調整 

・大規模小売店、茶専門店等の市場調査 

各国の茶関連団体との交流、

情報交換 

全米茶業協会、世界茶連合会、中国茶葉流通

協会、中国国際茶文化研究会、韓国国際茶文

化交流協会、台湾茶協会などとの交流によ

り、情報収集と発信 



（３）世界緑茶コンテストの開催 

募集期間 平成 25 年 4 月～7 月 

審 査 会 平成 25 年 8月 22 日、23 日 お茶の郷博物館（島田市） 

出品点数 日本 71点、海外 28 点 計 99点 

審査結果 
最高金賞 10点、金賞 19点、 

パッケージ大賞 2点、フロンティア賞 1点 

表 彰 式 平成 25 年 11 月 10 日 世界お茶まつり 2013 秋の祭典 

展 示 等 
平成 25 年 11 月 7 日～10 日 同秋の祭典において協会オ

リジナルの最高金賞入賞茶セットを製作、ＰＲ 

（４）Ｏ-ＣＨＡパイオニア顕彰事業 

緑茶の振興に貢献した 4件の取組みを顕彰した。 

分野 成果の名称 受賞者 

学術研究大賞 
茶の文化に対する学術振興

20 年の実績 
茶の湯文化学会 

CHAllenge賞 
食べる生茶葉と蒸葉を活用

した加工品開発 
有限会社宝玉園 

CHAllenge賞 

茶業界のビジネスパートナ

ーとしての消費者のココロ

を掴む企画提案 

橋本久美子 

（株式会社吉村代表取締役

社長） 

O-CHA 特別賞 

生活文化賞 

「静岡の茶草場農法」の世界

農業遺産認定 

世界農業遺産 

「静岡の茶草場農法」推進

協議会 

（５）世界緑茶会議の開催 

世界各国の茶業界で活躍する方々から、世界の緑茶市場の現状と緑茶販売の

実例などをプレゼンテーションとディスカッションにより情報共有し、日本緑

茶を世界のトレンドにするための戦略を探った。 

開講期間 平成 25 年 11 月 9 日～10 日 

開講場所 グランシップ 11階会議ホール「風」 

パネリスト 

・ピーターＦ．ゴッギ（アメリカ） 

 全米茶業協会 副会長 

・毛立民（中国） 

 浙江省茶葉集団股份有限公司 役員兼ジェネラルマネージャー 

・藤田孝司（日本） 

 ジャパン・フーディング・ジャパン 代表取締役社長 

・バーバラ デュフレーヌ（フランス） 

 茶関連雑誌編集者・記者、欧州茶委員会前事務局長 

・Dr. P. ホセ デヴィッド（インド） 

 タタ・グローバル・ベバレッジズ・リミテッド 

 グローバル研究開発副本部長 

傍聴者 262 人 



３ ホームページバナー広告 

お茶の総合情報サイトであるＯ-ＣＨＡネットに、お茶関連業者３件のバナー

広告を掲載した。 



















            平成25年4月1日から平成26年3月31日まで 　　(単位：円）

Ⅰ　収入の部

科　　目 予算額 決算額 増減 備　考

１　基本財産の運用収入

１　基本財産の運用収入１　基本財産の運用収入

１　基本財産の運用収入 7,345,000 7,345,782 782

２　特定資産運用収入

２　特定資産運用収入２　特定資産運用収入

２　特定資産運用収入 0 274 274

３　会費収入

３　会費収入３　会費収入

３　会費収入 11,250,000 10,820,000 △ 430,000

４　事業収入

４　事業収入４　事業収入

４　事業収入 3,990,000 4,408,565 418,565

　　　受講料収入 190,000 776,316 586,316

　　　情報誌発行収入 400,000 422,890 22,890

　　　出展負担金等収入 1,000,000 330,100 △ 669,900

　　　コンテスト出品料収入 1,500,000 2,179,259 679,259

　　　バナー広告収入 900,000 700,000 △ 200,000

５　県補助金等収入

５　県補助金等収入５　県補助金等収入

５　県補助金等収入 27,195,000 27,344,315 149,315

　　　委託費収入 21,266,000 21,315,315 49,315

　　　補助金収入 5,429,000 5,429,000 0

　　農業振興基金協会指定事業助成収入(公益２) 500,000 600,000 100,000

６  寄付金等収入

６  寄付金等収入６  寄付金等収入

６  寄付金等収入 0 2,000,000 2,000,000

７  雑収入

７  雑収入７  雑収入

７  雑収入 0 131,233 131,233

８  前年度繰越

８  前年度繰越８  前年度繰越

８  前年度繰越 1,500,000 770,777 △ 729,223

収入合計 51,280,000 52,820,946 1,540,946

公益財団法人世界緑茶協会　平成25年度収支決算書



Ⅱ　支出の部

科　　目 予算額 決算額 増減 備　考

 1　事業費

 1　事業費 1　事業費

 1　事業費 45,968,000 45,098,713 △ 869,287

(１)茶文化の提案及び普及(公益1) 27,530,000 27,588,597 58,597

　　茶の都しずおか創造セミナー等の開催 2,163,000 2,211,381 48,381

　　緑茶に関する情報誌の発行 4,255,000 4,061,901 △ 193,099

　　静岡茶体験コーナーの運営 4,836,000 5,037,375 201,375

　　富士山静岡空港呈茶コーナーの運営 16,276,000 16,277,940 1,940

(２)世界の茶に関する情報の集積及び発信(公益2) 18,425,000 17,497,116 △ 927,884

　　日本茶の輸出促進 3,937,000 4,843,466 906,466

　　世界への情報の発信と集積 2,771,000 3,233,547 462,547

　　世界緑茶コンテストの開催 3,822,000 3,787,860 △ 34,140

     世界緑茶会議開催 5,894,000 4,177,591 △ 1,716,409

　　Ｏ－ＣＨＡパイオニア顕彰 2,001,000 1,454,652 △ 546,348

(3)ホームページバナー広告(収益1) 13,000 13,000 0

２　管理費等

２　管理費等２　管理費等

２　管理費等 4,611,000 4,437,672 △ 173,328

３　予備費

３　予備費３　予備費

３　予備費 701,000 505,006 △ 195,994 基本財産償却分

支出合計

支出合計支出合計

支出合計 51,280,000 50,041,391 △ 1,238,609

次期繰越収支差額

次期繰越収支差額次期繰越収支差額

次期繰越収支差額 0 2,779,555 2,779,555

人件費については各事業の活動内容（量）に応じて適正に配分

人件費については各事業の活動内容（量）に応じて適正に配分人件費については各事業の活動内容（量）に応じて適正に配分

人件費については各事業の活動内容（量）に応じて適正に配分



１．基本財産及び特定財産の明細

財務諸表に対する注記の２に記載している。

２．引当金の明細

（単位：円）

当期増加
額

科目 期首残高 期末残高

附属明細書

530,000

1,600,0001,400,000

当期減少額

目的使用 その他

530,000

200,000

賞与引当金

退職引当金

710,000 710,000






